
　１月７日、文化センター大ホールにおいて平成３０年増毛町成人式が行われました。式の中で行われたキャ

ンドルサービスでは、新成人を代表して鹿内紀宏さんと斉藤美歩さんが壇上で「成人の誓いの言葉を」朗読しま

した。火が灯されたキャンドルを持った新成人たちは、決意を新たに大人への第一歩を踏み出しました。

新成人に聞いた、将来の夢新成人に聞いた、将来の夢 ！！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２Ｐ ２ Ｐ
町民税の申告受付がはじまりま町民税の申告受付がはじまりますす‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４～５Ｐ４～５ Ｐ

増毛町介護従事者養成修学資金貸付金のご案増毛町介護従事者養成修学資金貸付金のご案内内 ‥‥７Ｐ７Ｐ

スキー場まつりのお知らせスキー場まつりのお知らせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２Ｐ１２Ｐ などなど

新成人に聞いた、将来の夢 ！ ‥‥‥‥‥‥ ２ Ｐ
町民税の申告受付がはじまります‥‥‥‥‥ ４～５ Ｐ

増毛町介護従事者養成修学資金貸付金のご案内 ‥７Ｐ

スキー場まつりのお知らせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２Ｐ など
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平成３０年増毛町成人式

２５名が大人への第一歩を踏み出す

　責任が大きくなったことを自覚して

夢に向かって勉強していきたいです。

ー新成人になった感想

横山　天雅 さん

　これからはちゃんと自立して「大人」

に成長したい！

ー新成人になった感想

角谷　栞理 さん

　やりたいことを文句も言わずに応援

してくれてありがとう！

ー２０年間お世話になった家族へ

穴澤　さくら さん

　いつもありがとう。これからもよろ

しくお願いします！

ー２０年間お世話になった家族へ

佐藤　万耶 さん

　町長！これからも増毛を良い町にし

てください！

ー増毛町にメッセージを

木村　祐介 さん

　１月７日に文化

センターで行われ

た増毛町成人式で、

新成人のみなさんに将来の夢や

目標について、インタビューし

ました！

新成人に聞いた
　将来の
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ま 題話のち

　宿題…勉強嫌いにとっては、その響きを聞くだけで憂鬱となる恐怖の

言葉。そして夏休みや冬休みの長期休暇に課される宿題の中で、児童や

保護者の頭をとりわけ悩ませるのが工作や自由研究などの創作系の宿題。

手先が不器用な広報マンもずいぶんと苦労した思い出があります。

　ということで、今回は増毛小学校で行われた冬休み作品発表会にお

じゃまいたしました。発表会は、各学年の代表者が自分が製作した工作

や自由研究を苦労した点やなぜそれをテーマにしたかなどを織り交ぜな

がらプレゼンし、他の児童たちから感想や質問を受け付けるという内容で行われました。

　緊張しながら発表する児童たちをほほえましく観覧していましたが、その瞬間は突然訪れました。

「ＵＦＯキャッチャーはお金がかかるけど、僕が作った『マグキャッチャー』は無料で遊べます！」工

作でＵＦＯキャッチャー…だと…？雷に打たれたような衝撃が走りました。ダンボールに丁寧に色紙を

貼り、たこ糸と竹ひごを巧みに駆使して２つのダイヤルと連結させ、そのダイヤルを回すと磁石のつい

たアームが上下左右に動き、クリップが付いた景品を引き上げます。本物のＵＦＯキャッチャーに負け

るとも劣らずアイディアが詰まったハイテクな作品。（写真左下）

　この、アーケードゲーム界に震撼を与えかねない

代物を製作したのは、３年生の藤田唯人くん。なぜ

これを製作したのかの問いに「タダでＵＦＯキャッ

チャーをやりたかった」という非常に理にかなった

かつシンプルな回答。製作日数はなんと９日間。

“ひらめき”を実際に“物”にする難しさを、アイ

ディアと根気強さでカバーし、本当に素晴らしい作

品を製作した藤田くんに拍手です。

ｖｏｌ，３４

　
増
毛
町
出
身
で
、
留
萌
市
を
本
拠
と
し
て
全
道

各
地
に
展
開
す
る
建
設
業
大
手
の
ハ
タ
ナ
カ
グ

ル
ー
プ
で
会
長
を
務
め
る
畑
中
光
雄
さ
ん
が
、
１２

月
　
日
、「
増
毛
町
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

２１
と
、
町
に
現
金
３
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
畑
中
さ
ん
は
増
毛
町
箸
別
出
身
。
昭
和
　
年
に

３８

土
木
の
下
請
け
業
と
し
て
会
社
を
興
し
、
一
代
で

株
式
会
社
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
を
は
じ
め
と
し
た
現
在

の
ハ
タ
ナ
カ
グ
ル
ー
プ
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

　
畑
中
さ
ん
は
、「
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
増
毛
町
を
少
し
で
も
応
援
し
た
い
。」

と
話
し
、
堀
町
長
は
「
増
毛
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と

お
礼
を
述
べ
、
畑
中
さ
ん
に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

増
毛
町
へ
高
額
寄
付

　
１
月
５
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
に
お

い
て
、
町
消
防
本
部
（
阿
部
健
一
消
防
長
）、
町

消
防
団
（
横
内
新
樹
団
長
）
の
平
成
　
年
消
防

３０

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
員
報
告
の
後
、
整
列
し
た
消
防
団
員
　
名
６３

が
、
堀
町
長
や
来
賓
の
方
々
の
観
閲
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
に

会
場
を
移
し
、
無
火
災
記
録
分
団
や
永
年
勤
続

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
部
消
防
長
が
「
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め

に
一
層
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
を
述
べ
、

消
防
団
員
、
消
防
署
員
た
ち
は
防
火
・
防
災
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、決
意
を
新
た
に

▲３年生の

　藤田唯人くん
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★
申
告
の
必
要
な
方
（
所
得
税
の
確

定
申
告
は
町
民
税
の
申
告
を
兼

ね
て
い
ま
す
。）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
方

で
も
、
町
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
給
与
の
年
収
が
２
埀０
０
０
万
円
を

超
え
る
方
。

○
年
の
途
中
に
退
職
し
た
方
な
ど
、
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
の
方
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。世
帯
の
中
に

１
人
で
も
未
申
告
の
方
が
い
る
と
、

所
得
合
計
額
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
る

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
家
族
を
含
め
医
療
費
控
除
や
雑
損
控

除
の
あ
る
方
、
又
は
、
会
社
で
年
末

調
整
後
に
扶
養
家
族
の
異
動
な
ど
が

あ
っ
た
方
。

○
農
業
や
漁
業
な
ど
事
業
所
得
が
あ
っ

た
方
は
所
得
計
算
内
訳
書
、
不
動
産

所
得
が
あ
っ
た
方
は
事
業
収
支
内
訳

書
を
作
成
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
老
齢
年
金
受
給
者
の
方
は
、
平
成
　２９

年
１
月
か
ら
平
成
　
年
　
月
ま
で
に

２９

１２

受
給
し
た
金
額
の
申
告
が
必
要
で
す

が
、
老
齢
年
金
以
外
に
所
得
の
な
い

方
は
、
電
話
で
年
金
及
び
社
会
保
険

料
の
金
額
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

申
告
が
で
き
ま
す
の
で
、
税
務
係
へ
連

絡
願
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
寄
附
を
し
た
方
。

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
を
し
て

い
な
い
方
）
※
寄
附
を
し
た
団
体
に

よ
っ
て
は
寄
附
金
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

★
申
告
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
及
び
日

雇
給
与
所
得
、
年
金
等
）、
社
会
保
険

料
控
除
の
証
明
書（
国
民
年
金
・
国
保

税
・
任
継
の
証
明
書
や
領
収
書
等
）、

生
命
保
険
料
の
掛
金
な
ど
証
明
で
き

る
も
の
。

○
農
業
、
漁
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

市街地区は

３月１日（ 木 ）から

町民税 の申告をしまし ょ う
申告受付は

２月１６日（ 金 ）から

３月１５日（ 木 ）まで

▲写真　昨年行われた租税教室（増毛中）

明るい暮らしをつな明 る い 暮ら しをつなぐぐ 税税
町税はみなさんの生活を守る貴重な財源で町税はみなさんの生活を守る貴重な財源ですす
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※地区で受付日に都合の悪い方は、３月１日（木）からの市街地区の会場で「申告」を

してください。

※３月１３日（火）及び３月１４日（水）の２日間は、申告受付を１８時３０分まで延長します。

※３月１５日（木）の申告受付は、確定申告書を税務署に提出するため１１時３０分で終了

します。

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
（
青
色
含
む
）

を
既
に
提
出
し
た
方
。

★
所
得
税
還
付
金
差
押
の
実
施
に
つ

い
て

○
町
税
の
滞
納
が
あ
る
方
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
に
よ
り
還
付
金
が
生
じ

る
場
合
は
、
滞
納
税
へ
の
充
当
手
続

き（
差
押
）を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は

カ
ー
ド
の
提
示
。

②
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
を

照
合
で
き
る
運
転
免
許
証
や
保
険
証

等
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提

示
。

★
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
増
毛

町
に
年
末
調
整
済
の
給
与
支
払
報
告

あ
る
方
は
、
経
費
を
証
明
で
き
る
領

収
書
な
ど
。

○
所
得
税
が
還
付
に
な
る
方
は
、
銀
行

な
ど
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
が
必

要
で
す
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

○
税
務
署
に
申
告
書
を
提
出
す
る
方
は
、

①
か
②
の
い
ず
れ
か
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
等
が
必
要
で
す
。

「平成30年度 町民税申告受付日程表」
受 付 時 間申 告 会 場自　　治　　会　　名曜月 日

９：３０～１６：００
（昼休み)

１２：００～１３:００
旧舎熊小学校

阿分（元阿分）４区、５区
金２月１６日
舎熊（彦部）９区

９：３０～１１：００朱文別会館舎熊（朱文別）１３区
月２月１９日

１３：３０～１６：００箸別生活館箸別１６区、湯の沢１７区

９：３０～１１：００舎熊連合自治会館舎熊１０区、１１区、１２区
火２月２０日

１３：３０～１６：００信砂生活改善センター信砂６区

９：３０～１１：００
阿分会館

阿分１区、３区
水２月２１日

１３：３０～１６：００阿分２区

１０：００～１５：３０
（昼休み)

１２：００～１３:００
雄冬生活館雄冬４２区木２月２２日

９：３０～１１：００岩老保健福祉館岩老４１区
金２月２３日

１３：３０～１６：００津田屋会館別苅（本内、津田屋）３７区、３８区

９：３０～１１：００谷地町会館別苅（萌、谷地町）３５区、３６区、４５区
月２月２６日

１３：３０～１６：００小樽間内会館別苅（小樽間内、萌）３４区、３５区、４４区

９：３０～１１：００大別苅会館別苅（大別苅）３９区火２月２７日

９：００～１６：３０

（昼休み）
１２：００～１３：００

健康一番館
（保健センター）

市街地区

木

～

月

３月１日～

（休日を除く）

３月１２日

９：００～１８：３０
（昼休み）
１２：００～１３：００

健康一番館
（保健センター）

市街地区
火３月１３日

水３月１４日

９：００～１１：３０市街地区木３月１５日

໰̇ 役場税務課（鼓 ０１６４－５３－１１１４）

〇国民健康保険税を口座振替により納税されている方に

は領収書に替えて納税証明書を送付しています。役場(

健康一番館)や各地区の会館などで申告する際は、納税

証明書の提示をお願いします。

〇税務署などで確定申告する際は、国民健康保険税以外

にも後期高齢者医療保険料(保険年金係)や介護保険料(

介護保険係)の納付証明書が必要になりますので、各担

当係にお問合せください。

国民健康保

険税を口座

振替で納税

されている

方へ

　今回から「医療費通知を活用した医療費控除申告

の簡素化」や「セルフメディケーション税制」など、

医療費控除の申告の仕方が変わります。三年間は従

来どおりの医療費控除申告もできますが、事前に国

税庁のホームページなどを参考に明細書等を作成し

ておくと、申告会場での申告は早くすみます。初め

ての申告業務で不安ですが、一生懸命がんばります

ので、よろしくお願いします。

医療費控除の申告の仕方が変わります

◇ 税務課・税務係 ◇

成田　広孝 主事
（平成２９年度採用　名寄市出身２７歳）
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◆◇２・３月の各種教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆

健康寿命延伸事業 ※地方創生推進交付金事業『生涯現役で働き続けられる町を
　実現する健康寿命延伸人材育成事業』

健 康 教 室づ りく

໰̇ 役場保険年金係　電話 ５３－１１１３

金 曜 日木 曜 日火 曜 日
２日2／１日1／３０日

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

９日８日６日

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ゆっくりプログラム（☆☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

１６日１５日１３日
１０：００－１１：３０　屋内グランド

コアウォーキング（☆）

　

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

２３日２２日２０日

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ゆっくりプログラム（☆☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

２日３／１日２７日
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

９日８日６日

１０：００－１１：３０　屋内グランド

コアウォーキング（☆）

　

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）
　

１０：３０－１１：３０　保健センター （２階）

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

 ◇ストレッチヨガ【☆☆】　　　　　 
大人気のプログラムです。ヨガにストレッチ要素を取り入れて身体も心もスッキリ！

 ◇ゆっくりプログラム【☆☆☆】　　 
軽い筋力トレーニングや有酸素運動で気になる部分をシェイプアップ！

◇ワークアウト【☆☆☆☆】　　　　 
美しい身体を作りたい ！筋肉をつけたい ！しっかり運動したい方にぴったり ！

 ◇関節健康トレーニング【☆】　　　 
膝や腰など、普段の動作に重要な部分をしっかり動かして健康寿命を延ばしましょう！

 ◇コアウォーキング【☆】　　　　　 
骨盤（大腰筋）を動かして腸の活動を促進し、便秘解消やお腹周りをシェイプアップ！

健康づくり教室 ☆は運動強度（☆が多いほど“つらい”と感じる）
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○資格期間ってなに？

　国民年金の保険料を納めていた期間、サラリーマン等の厚生年金・共済組合等に加入して

いた期間等を合計したものが資格期間だよ！上の図にあるように、平成２９年８月から資格期

間が１０年以上あれば年金を受け取ることができるようになったんだ。

　ただ、年金の額は納付した期間に応じて決まるから、１０年間の納付だと満額納めていた場

合に比べて４分の１くらいしか貰えないんだ。

　【問合せ先　留萌年金事務所 緯 43－7211　役場保険年金係 緯 53－1113】

マーシーの年金相談

資格期間が10年以上となれば、年金を受け取れるようになりました

　オッス、オラはカモメのマーシー！みんな節分に豆まきはしたかな？ついこの間新年を迎えた

わけだけど、　暦の上じゃあ節分の日が「季節を分ける日」、つまり春夏秋冬の１回目である立春

が年変わりの日と考えられているんだよ！豆知識だね！

　今回は年金を貰える資格期間の変更についてだよ！

平成２９年

８月１日から

必要な期間【10年】に短縮！

これまで…
必要な期間【25年】

葛滑
資格期間15年の人

受け取れるようになった ！

介護福祉士を目指す方を応援します！
増毛町介護従事者養成修学資金貸付金のご案内

…………………………………………………………………

　 増毛町立明和園（電話 53崖1601）

　将来町内に所在する介護保険施設等の職員として介護業務に従事しようとする

方に対し、その修学に必要な資金を貸し付けることにより、介護従事者の養成及

び確保を図り、もって介護の提供体制の充実に資することを目的とします。

貸付目的

　介護福祉士養成施設（大学・専門学校等）に在学中の方であって、将来本町において介護業務に

従事しようとする方に対し修学資金を貸し付けします。

貸付対象者

　月額５万円以内とし、学校等の在学期間中貸し付けします。なお、貸付金は無利子とします。

貸付上限額及び貸付期間等

葛滑

　養成施設を卒業後、３ヶ月以内に増毛町内の介護保険

施設等に就職し、借受年数の２倍の期間を従事した場合

は貸付金の償還を全額免除します。

貸付金の償還免除

　修学資金を辞退したときや養成施設を退学したときな

どは貸付金の償還が必要となります。

貸付金の償還

　平成３０年４月１日

事業開始年月日
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 建設課・管理係（電話 53崖1115）

【ロードヒーティング運行期間短縮箇所図】

◇
３
月
１
日
よ
り
◇

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
休
止
し
ま
す
！

　
　
月
か
ら
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
運
行
を
し
て

１２
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
融

雪
機
能
が
随
所
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
と
、
電
気
料

金
を
削
減
す
る
た
め
、
一
部
の
路
線
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

　
休
止
路
線
は
、
役
場
～
留
萌
信
金
増
毛
支
店
と
役

場
神
社
下
（
左
図
参
照
）
ま
で
の
２
路
線
を
３
月
１

日（
木
）よ
り
休
止
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
確
保
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
を
散

布
い
た
し
ま
す
が
、
通
行
さ
れ
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
等
に
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け

て
下
さ
い
。

　最終処分場の不燃系埋立区画に、目視でき
るだけでも大量のガス缶が確認されます。穴
の開いていないものも多くあります。
　発火の危険性があり、最終処分施設の火災
にもつながりますので、必ず中身を出し切り、
火の気のない風通しの良い屋外で穴を開け、
「金属類」の日（毎月第３木曜日）に出して下
さい。

　最終処分場の不燃系埋立区画に、大量の未
使用の使い捨てカイロが確認されています。
　未使用のものは、袋を開けてカイロを温か
くして完全に冷めてから不燃系埋立ごみとし
て出して下さい。（使用後のものも、必ず完
全に熱が冷めたのを確認してから不燃系埋立

ごみとして出して下さい。）
期限がすぎたものも同様で
す。

カセットボンベやスプレー缶などの
ガス缶は金属類です！

未使用の使い捨てカイロは、カイロを温か
くして完全に冷めてから不燃系埋立ごみと
して出してください！

※「ごみ分別ハンドブック」
の９Ｐの「金属類」を再度
ご確認ください。

…………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は正しく分別しましょう！

　留萌南部衛生組合からのお知らせです。
　先に配布しております50音別家庭ごみ分類表に、下記の通り訂正箇所があることが判明し
ましたので、お詫びして訂正いたします。ごみを排出する際はご注意願います。

□■□■ ごみ分別ハンドブックの訂正について（お詫び） □■□■

備　　考
分別区分

品　　　目50音ページ
訂正後訂正前

不燃系木くずおがくずお22Ｐ

雑がみ可燃系ガムテープの芯か25Ｐ

水に丸一日以上浸してから不燃系危険ごみマッチ（未使用マッチ）ま50Ｐ

　 留萌南部衛生組合（電話 43－2555）

ご み
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【氏　名】　石　田　康　裕

【年　齢】　25歳　

【職　業】　漁業関係

【入団日】　平成30年１月１日

【消防団へ入団を決めたきっかけは？】

　別苅地区を管轄している第２分団の団員から勧誘を受けた事が

きっかけでした。第２分団は自分と同年代の若い団員が多く在籍

しており、職業も漁業関係の方が多く、自分でも両立できそうだ

と思ったのも大きな要因でした。

　最近では強風による被害も多く発生していて、今後、消防団員

として少しでも町民の安心と安全を確保できるよう頑張りたいと

思います。

　増毛町では、消防団員がまだまだ足りません。特別な資格・経験は一切必要ありません。私た

ちが住むこの町を私たちの手で一緒に守りませんか？少しでも興味を持った方、入団希望者は

右記までご連絡下さい。　 〈お問い合わせ　消防本部総務課 緯 53－2175〉

新入消防団員を紹介します ！ ！

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

◆
増
毛
小
学
校
（
　
名
）

２２

　【
新
一
年
生
名
（
保
護
者
）】（
敬
称
略
）

男
子
児
童
　

　
石
　
崎
　
大
　
晟
（
良
太
）

　
茨
　
木
　
　
　
爽
（
和
也
）

　
遠
　
藤
　
颯
　
人
（
恵
一
）

　
北
　
原
　
大
　
夢
（
 勝
 ）

　
下
　
田
　
瑛
　
太
（
幸
太
）

　
進
　
藤
　
龍
之
亮
（
正
行
）

　
管
　
野
　
恵
　
太
（
裕
介
）

　
富
　
野
　
京
　
哉
（
明
恵
）

　
土
　
橋
　
耀
　
汰
（
理
乃
）

　
成
　
澤
　
恭
　
平
（
 貫
 ）

　
能
　
美
　
煌
　
太
（
寿
幸
）

　
山
　
口
　
大
　
空
（
孝
弥
）

　
渡
　
邊
　
絢
　
太
（
 学
 ）

女
子
児
童

　
相
　
内
　
姫
　
衣
（
雄
寿
）

　
伊
　
藤
　
陽
　
音
（
啓
生
）

　
川
　
崎
　
希
乃
歌
（
準
一
）

　
北
　
原
　
杏
　
菜
（
 勝
 ）

　
三
　
鹿
　
蓮
　
依
（
香
菜
）

　
西
　
屋
　
心
　
優
（
 進
 ）

　
廣
　
野
　
日
菜
子
（
健
士
）

　
三
　
浦
　
舞
　
子
（
里
佳
）

　
吉
　
田
　
梨
　
乃
（
奈
緒
）

　個人情報保護法の趣旨にのっとり、保護者から承諾をいただいた児童と保護

者名を掲載しています。

　 教育委員会・総務学校課（電話 ５３崖２４２７）

新

入

学

一

年

生

成
平

３０

年

度

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

　
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地
域
ま
で
、
弁

護
士
が
出
張
し
ま
す
。

［
相
談
日
時
・
場
所
］

①
増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
２
月
　
日（
水
）　
時
　
分
～
　
時
　
分

２８

１３

００

１６

００

　（
　
分
×
６
枠
分
）

３０

②
苫
前
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
月
　
日（
水
）　
時
　
分
～
　
時
　
分

２８

１３

００

１６

００

　（
　
分
×
６
枠
分
）

３０

※
増
毛
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
、
苫
前

町
で
実
施
す
る
相
談
会
に
お
申
込
み
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
相
談
は
、
前
日
ま
で
の
事
前
予
約
制
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
先
着
順
）。

［
相
談
料
］　
　
　
無
料

［
相
談
担
当
者
］

　
旭
川
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
弁
護
士

［
相
談
内
容
］

　
債
務
整
理
、
離
婚
・
相
続
、
民
事
事
件
、

刑
事
事
件
な
ど
、
幅
広
い
相
談
に
対
応
し

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
日
頃
の
悩
み
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
事
前
予
約
・
問
合
せ
先
］

①
増
毛
町
役
場
町
民
課

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

②
苫
前
町
役
場
企
画
振
興
課

　（
電
話
 
６
４
倆
２
２
１
２
）

部消防本 知 せらおか のら

弁
護
士
に
よ
る

出

会

談

相

律

法

料

無

張
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【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間
　

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員
　

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
３
０
円

・
日
給
　
６
埀５
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員

　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
問
合
せ
願
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
　
２
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者
又
は
平
成
　
年
３

３０

月
に
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

　（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

　（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

　（
イ
）健
康
診
断
書

　（
ウ
）免
許
証
（
写
）

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役

場
総
務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

勤
務
年
数
に
応
じ
て
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。（
３
年
間

で
最
大
１
０
０
万
円
）

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
若
干
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者
又
は
平
成
　
年
３

３０

月
に
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）

■
試
験
の
方
法
　
面
接
試
験

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
左
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

　（
ア
）履
歴
書

　（
イ
）免
許
証（
写
）

※
卒
業
見
込
み
の
方
は
不
要

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
賃
金
　

正
看
護
師：

時
給
１
埀５
０
０
円

準
看
護
師：

時
給
１
埀２
０
０
円

■
勤
務
時
間

　
応
相
談
、
調
整
し
ま
す
。

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
、
本
人
へ
連
絡
し
ま
す
。

暮 報情のしら

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
栄
養
士
）

増
毛
町
看
護
職
員

試
　

験

増
毛
町
看
護
職
員

（
パ
ー
ト
職
員
）
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申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
調
理
師
免
許
取

得
者
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１５

１５

・
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１８

４５

※
勤
務
表
に
よ
る
シ
フ
ト
制

　（
概
ね
　
日
勤
務
）

２１

■
賃
金

　
月
額
１
３
３
埀
２
０
０
円

　
　
　
～
１
５
０
埀７
０
０
円

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

３０

■
申
込
期
限
　

　
平
成
　
年
３
月
９
日（
金
）

３０

■
申
込
方
法

履
歴
書（
有
資
格
者
は
免
許

証
の
写
し
を
添
付
）を
左
記
へ

提
出
願
い
ま
す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
町
立
市
街
診
療
所

　（
電
話
 ５
３
倆
１
８
１
１
）

■
募
集
人
員
　
　
１
名

■
応
募
資
格

　
歳
ま
で
の
町
内
在
住
で
通

５５勤
が
可
能
な
方

■
勤
務
予
定
校
　
増
毛
小
学
校

■
勤
務
時
間

８
時
　
分
～
　
時
　
分
（
月

３０

１５

１５

～
金
）、
６
時
間
勤
務

※
春
、
夏
、
冬
休
み
の
長
期
休

業
期
間
を
除
く

■
賃
金
　
時
給
９
５
０
円

■
採
用
予
定
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

３０

■
申
込
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
２
月

　
日（
木
）ま
で
に
左
記
へ
提

１５出
願
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
学
校
課
・

総
務
係
（
電
話
 ５
３
倆
２
４

２
７
）

■
奨
学
金

・
高
校
生
月
額
９
埀０
０
０
円

・
高
専
生
月
額
２
２
埀０
０
０
円

・
大
学
生
月
額
２
４
埀０
０
０
円

（
短
大
生
・
専
門
学
校
生
・
大

学
院
含
む
）

■
貸
与
期
間

　
正
規
の
最
短
修
学
期
間

■
申
込
期
間

　
平
成
　
年
２
月
　
日（
木
）～

３０

１５

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
木
）

３０

１５

※
採
用
の
可
否
は
、
４
月
上
旬

の
選
考
委
員
会
後
に
通
知
し

ま
す
。

■
返
済
方
法

貸
与
終
了
か
ら
１
年
経
過
後
、

７
年
以
内
（
年
賦
・
半
年
賦
・

月
賦
）
に
返
済
。
た
だ
し
、

規
定
に
よ
り
一
括
返
済
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

役
場
総
務
課
・
庶
務
係
（
電

話
 ５
３
倆
１
１
１
１
 内
線

２
１
４
）

　
ス
キ
ー
場
の
２
月
・
３
月
の

営
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
営
業
時
間

◎
２
月

・
月
～
土
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１７

００

・
日
曜
日
、
祝
日

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

００

・
ナ
イ
タ
ー
（
金
・
土
曜
日
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１７

００

２１

００

◎
３
月

・
月
～
金
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

００

２１

００

※
平
日
の
営
業
は
、
第
１
リ
フ

ト
の
み
運
行
し
ま
す
。

・
土
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

２１

００

・
日
曜
日

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

００

 
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

　（
電
話
 ５
３
倆
３
０
０
２
）

暮 報情のしら

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　猫のピートは白い靴でおでかけ。「白い
靴、かなり最高 ！ 」と歌いながら歩きます。
ところが、イチゴの山に登って、靴はまっ
赤に ！ ピートは少しも悲しまず「赤い靴、か
なり最高 ！ 」と歌い出しました。前向きな
姿勢が魅力の猫のお話しです。（２０１３年５月）

ねこのピート 作　エリック・リトウィン

絵　ジェームズ・ディーン日本気象学会 地球環境問題委員会 著

　深刻化する地球温暖化の中で、
気温の上昇を抑え生活環境を守る
ために私達は何をしなければなら
ないのか。「メカニズム」「現状・今
後」「対応策」を図や写真を利用し
てわかりやすく解説。 （２０１４年１２月）

地球温暖化

暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

 《
２
月
・
３
月
の
お
知
ら
せ
》

町
立
市
街
診
療
所

臨
時
職
員
（
調
理
員
）

学
校
給
食
調
理
員

平
成
　
年
度

３０

増
毛
町
奨
学
生

（
末
広
町
１
丁
目

　
電
話
 　
倆
２
０
３
０
）

４２

富
山
整
形
外
科

【
２
月
　
日
】

２５

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜

間
診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
知
ら
せ
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１２月１日～１２月３１日届出分

（敬称略）

12月末
人口と世帯

（－８）人4,366人口

（－２）人2,014　男

（－６）人2,352　女

（－６）世帯2,270世帯

（　）は前月との増減

１月１日～１月３１日届出分

（敬称略）

１月末
人口と世帯

（－６）人4,360人口

（－４）人2,010　男

（－２）人2,350　女

（±０）世帯2,270世帯

（　）は前月との増減

「北方領土の日　特別啓発期間」
１月２１日（ 日 ）～２月２０日（ 火 ）

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
） （
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
久
保
　
政
則
さ
ん
（
別
苅
）

　
区
自
治
会
へ

３２

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

○
社
会
福
祉
に

・
増
毛
町
役
場
親
和
会

○
社
会
福
祉
に
（
香
典
の
一
部
か
ら
）

・
久
保
　
政
則
さ
ん
（
別
苅
）

・
粕
谷

雪
雄
さ
ん
（
暑
寒
海
岸
町
）

○
ふ
れ
あ
い
広
場
に
協
賛

・
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
（
佐
伯
美
代
子

会
長
）

・
増
毛
技
能
士
会

【
３
月
号
へ
の
掲
載
希
望
２
月
　
日（
木
）ま
で
】

２２

　
　

■問 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

町税の納期について

■問 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

国民健康保険税（第８期）
２月２８日（ 水 ） 

２月７日は『北方領土の日』
　択捉島、国後島、色丹島及び歯舞群島の北方四島

は、私たちの先人が開拓したわが国固有の領土です。
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

広
報
ま
し
け
　
　
　
月
号

２ 昇２０●広報ましけ２月号発行捷５
●BCG・麻疹風疹・水痘予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所昌２１●こころの健康相談 １５：００～１７：００ 留萌保健所昇６

昭２２昌７

粗大ごみ申込受付最終日

晶２３昭８
松２４晶９

●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌２５松１ ０
●町民健康相談 ９：００～１１：３０ 健康一番館捷２６●スキー場まつり １０：００～　 ˓ॕ 建国記念の日

　暑寒別岳スキー場
掌１ １

●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００
　文化センター昇２７捷１ ２
●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所昌２８元陣屋 臨時休館日昇１ ３

昭１元陣屋 臨時休館日昌１ ４
●親子遊びの広場（ひな祭り）９：３０～１１：００
　あっぷる保育所晶２昭１ ５

松３晶１ ６
掌４●ゆうゆうマーシーフェスティバル

　１０：００～１４：００ 健康一番館松１ ７
●広報ましけ３月号発行捷５掌１ ８

昇６●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００
　健康一番館

捷１ ９

２

３

 不 燃   か・び 

 可 燃   資源１ 

　生　 　木　

 ペット   プ ラ 

　生　

　生　  金属・危険 

 ペット   プ ラ 

　生　  資源２ 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

 ペット   プ ラ 

　生　

 可 燃 

 可 燃 

 可 燃   資源１ 

 不 燃   か・び 

　生　

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　  粗 大 

　生　

 可 燃 




